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おたすけ観音 報恩寺
綾瀬市寺尾南２-１０-１
電　話 0467-78-7160
ＦＡＸ 0467-79-1567

令和３年   5 月 橘 川  幸 彦 様
令和３年 11 月 早 川  忠 明 様
令和３年 11 月 奥 津  寛 保 様
令和４年   3 月 橘 川  俊 夫 様
令和４年   4 月 柏 木   　勲 様
令和４年   4 月 柏 木  英 行 様

大般若祈祷会の権修ついて
だい はん にゃ き とう え 

特別御寄進

毎月第１日曜日　朝6時より
毎月第1日曜日の前日 土曜日  午後3時より

どなたでも参加できます。動きやすい服装でおいで下さい。

座  禅  会

◆ 報恩寺年間行事予定 ◆

   4 月   8 日 花祭り

   5 月 17 日 大般若

   8 月   7 日 大施餓鬼会

 12 月   8 日 成道会

 12 月 31 日 除夜の鐘

令和５年   1 月   1 日 お年始詣り

   2 月 15 日 涅槃会

   3 月  彼岸会法要

次の方々から特別御寄進を頂きました。
各位の御芳志に感謝すると共に供養菩
提のご冥福をお祈りいたします。

本年度の大般若祈祷会は、感染症の対策を施したうえで開催いたします。
世界平和、疫病消滅を祈願し、家内安全、身体健全、諸災消除、諸縁吉祥を祈祷い
たします。
Facebook、YouTubeにてライブ中継を予定しています。詳しくは「おたすけ観音報恩寺の
ホームページ」、または「おたすけ観音報恩寺のFacebook」をご覧ください。

記

大般若祈祷会 　令和 ４年 ５月 17日 （火） 午後２時

　 祈祷料（２,０００円）は、この報恩寺だよりを郵送した封筒にいれ、当日御志納お願い致します。

　 新型コロナウイルス感染症対策として検温にご協力ください。

寺っ子屋食堂

コミュニティ食堂（ 子ども食堂） として利用します。

綾瀬春日ロータリークラブ創立30周年記念事業として企画され、 主に檀信徒の皆様によって

運営されます。

6月11日より、 毎月第2土曜日、 午後5時から午後7時まで運営予定です。

5月17日大般若経祈祷会の時に内覧会をいたします。

資料館として使用していた建物を老朽化のため、 報恩寺観音堂・檀信徒

会館として建て直しました。

以前、 報恩寺グランド脇にあった観音堂のお観音様をご遷座しました。

このお観音様はもと、 蓼川村観音堂の安置とされ、 室町時代の作で綾瀬

市に残る数少ない古像として重要な存在です。

4月17日総代・役員の皆様に参加して頂き落慶法要を勤めました。

建物の利用としては、 檀信徒会館として葬儀会場、 年回法要、 会食会場

などに利用予定です。
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一事の坐禅、二事の作務、三事の勤行を実践し配信しています。一事というのは、一番大事なこと

という意味です。次に大切なことは作務、掃除をすることです。禅宗では、勤行お経を読むことよりも

上位に作務を位置付けています。

暁天坐禅、朝課はライブ

配信をしています。朝課で

は最後に「今日の禅語手帳」

を紹介し、その日の実践項

目を示しています。

行事は、報恩寺で行う年

間の行事、花まつり、など

様々な催し物を紹介します。

モトブログではツーリングなどに出かけ

た時の様子を配信しています。

作務日報というシリーズ

は、朝の掃き掃除、境内に

自生する植物の紹介や、境

内の手入れの様子など四季

の移ろいを紹介します。

旅する雲水シリーズは、報恩寺

オリジナルマスコット「雲水

さん」が各地の寺社仏閣、景

勝地など旅をしながら、歴史

と文化を探究する予定です。

小鳥日記は報恩寺に訪れる野鳥を観察

撮影します。

スタジオりうりう（STUDIO RIURIU）について

ウラシマソウ 藤の花葉欄・シャガ・カリン・椿・梅花一花・菜の花、他


